
─  17  ─

北海道の主要経済指標　　　　　　　　出典：経済産業省 北海道経済産業局 管内経済概況 主要経済指標
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公　共　工　事　請　負　金　額
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来　道　客　数
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北海道の主要経済指標
コンビニ販売額 公共工事請負額 新設住宅着工戸数 来道客数

販売額（百万円） 前年同月比 請負額（百万円） 前年同月比 着工戸数（戸） 前年同月比 来道客数（千人） 前年同月比

2023年 12月 55,682 2.9 9,093 4.7 1,968 ▲ 1.0 1,067 8.5

2024年

1月 50,120 2.7 7,927 38.4 862 ▲ 16.6 943 15.6
2月 48,501 5.9 19,396 93.4 1,340 9.5 1,037 13.4
3月 51,088 0.8 110,023 ▲ 7.6 2,229 ▲ 10.5 1,087 2.6
4月 50,348 1.1 281,773 14.0 3,428 10.6 941 0.3
5月 52,746 0.8 208,449 25.8 2,600 7.3 1,110 ▲ 2.1
6月 53,663 1.8 159,292 ▲ 8.7 2,715 ▲ 23.9 1,206 0.4
7月 58,134 ▲ 2.4 116,498 16.3 2,944 8.1 1,295 0.1
8月 58,864 ▲ 4.2 62,509 1.5 2,289 ▲ 14.2 1,483 1.9
9月 54,038 ▲ 1.1 48,460 ▲ 9.4 2,340 2.2 1,330 4.7

10月 54,812 1.2 36,653 ▲ 5.8 2,561 ▲ 17.1 1,293 8.9
11月 51,824 2.0 24,592 21.9 2,844 31.8 1,140 13.5
12月 57,125 2.6 17,741 95.1 2,097 6.6 1,157 8.4

2025年

1月 51,986 3.7 8,544 7.8 1,007 16.8 1,108 17.5
2月 49,000 1.0 19,377 ▲ 0.1 1,399 4.4 1,082 4.3
3月 52,835 3.4 107,227 ▲ 2.5 3,963 74.4 1,204 10.8
4月 51,096 1.5 341,431 21.2 1,884 ▲ 45.2 1,005 6.9
5月 54,762 3.8 221,357 6.2 1,128 ▲ 56.6 1,216 9.5
6月 55,905 4.2 144,051 ▲ 9.6 1,613 ▲ 40.6 1,272 5.5
7月 60,479 4.0 121,895 4.6 2,215 ▲ 24.9 1,349 4.2
8月 60,088 2.1 57,831 ▲ 7.5 2,029 ▲ 11.5 1,559 5.1
9月 54,999 1.8 49,614 2.4 2,187 ▲ 6.8 1,350 1.5

10月 55,784 1.8 35,313 ▲ 3.7 2,469 ▲ 3.6 1,320 2.0
11月 52,981 2.2 20,933 ▲ 14.9 2,146 ▲ 24.9 1,162 1.9
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特 集 国内経済・金融情勢
　今号の特集は、信金中央金庫　地域・中小企業研究所発行の金利・為替見通し№2025-10(2026.1.6発行)より、
国内経済・金融情勢について、一部抜粋転載してご紹介いたします。

信金中央金庫 地域・中小企業研究所　上席主任研究員　　峯岸　直輝　氏
上席主任研究員　　鹿庭　雄介　氏

研究員　　佐藤　愛佳　氏

１．日本経済は、７～９月にマイナス成長に転じたが、足元の企業の景況感は底堅さを維持 

◆�７～９月の実質ＧＤＰ２次速報は前期比 0.6％減（年率 2.3％ 減）へ下方修正。設備投資がマイナスに転じる 
　25年７～９月の実質ＧＤＰ（２次速報）は前期比 0.6％減（年率 2.3％減）で１次速報の 0.4％減（同 1.8％
減）から下方修正された。特に、設備投資が同 0.2％減となり、１次速報の同1.0％増から大幅に引き下げられ
た。また、公共投資も同 0.1％増から同1.1％減へマイナスに転じ、住宅投資は上方修正されたものの大幅に減
少しており、投資項目が軒並み成長率を押し下げた。個人消費は同0.2％増と外食等が上振れして１次速報の同 
0.1％増から引き上げられたが、内需が成長率を0.4％ポイント押し下げた。外需は、寄与度が ▲0.2％ポイント
で押下げ幅は変わらなかった。７～９月は投資や輸出の落込みがマイナス成長の主因といえる。なお、今回は
通常の改定の他、20年基準改定等で実額などが過去に遡って大幅に修正された点に留意を要する。
　足元の国内経済の状況を景気動向指数（ＣＩ）からみると、11月の一致系列は、生産関連・商業販売などが
悪化したため、前月差0.7ポイント程度低下すると予測する。ただ、３か月移動平均は上昇しており、基調判断
は「下げ止まり」に据え置かれよう。先行系列は、東証株価指数・消費者態度指数などの改善で同0.7ポイント
程度上昇すると見込まれ、先行き不透明感は後退している。

◆�生産活動は一進一退で生産計画は弱気。一方、12 月の日銀「短観」業況判断 ＤＩは大企業製造業が３四半
期連続で改善 

　11月の実質輸出は前月比6.6％増加した。10～11月平均は前期（７～９月）比 1.4％増と底堅い。11月の輸出
額は対世界が前年比 6.1％、対米は同8.8％増加した。特に、対米の乗用車は同 1.0％増とプラスに転じ、台数は
同 8.1％増加した。北米向け乗用車の輸出物価（契約通貨ベース）は同13.8％低下しており、トランプ関税の影
響が残るものの、輸出数量が押し上げた。一方、11月の鉱工業生産は前月比2.6％減少した。電気・情報通信機
械や自動車等が押し下げ、基調判断は「一進一退」に据え置かれた。12月は、生産計画から経済産業省が前月
比 0.6％減少すると試算しており、企業の生産活動マインド指標（ＤＩ）のトレンドは▲6.3 で、景気後退局面
入りの可能性を示す▲５を下回っている。
　企業の景況感を日銀「短観（12月調査）」からみると、大企業製造業は＋15で前回から１ポイント上昇し、
３四半期連続で改善した。特に、価格転嫁の進展などで素材型や高市政権の成長戦略等が追い風となる造船等
の上昇が顕著である。中小製造業も＋６で前回より５ポイント上昇した。先行き、製造業は円安基調が下支え
するものの、生産計画が弱気である点に留意を要する。一方、非製造業（全規模）は横ばいで底堅さを維持し
ている。ただ、先行きは、日中関係の悪化によるインバウンド消費の増勢一服や人件費の高騰・人手不足など
から、宿泊・飲食サービス等を中心に景況感が弱含む恐れがある。

◆機械受注の基調判断が引上げ。25年度の設備投資計画は堅調も前年度の伸び率を下回るペー スで推移 
　７～９月の実質設備投資（ＧＤＰ統計２次速報）は前期比 0.2％減で回復が足踏みした。機械設備投資を資
本財総供給（除く輸送機械）からみると、10～11月平均は前期（７～９月）比3.7％増と堅調であり、持直しの
動きがみられる。
　設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需）をみると、10月は前月比 7.0％増加した。製
造業は同13.3％減少したが、非製造業（除く船舶・電力）が同28.8％増で押上げに寄与した。３か月移動平均
は同3.5％増で５か月ぶりにプラスに転じ、基調判断は「持ち直しの動きがみられる」に引き上げられた。た
だ、手持月数（受注残÷販売額）が 16.6か月と長期化しており、設備投資が人材・資材等の不足による供給制
約やコスト高などを受けて抑制されている恐れがある。日銀「短観（12月調査）」による25年度の設備投資計
画（全規模全産業、除くソフトウェア等）は、前年度比 8.9％増で 24年度（24年12月時点）の同 9.7％増を下
回った。25年度実績は堅調な伸び率が見込まれるが、24年度の伸び率（7.5％増）から鈍化する可能性がある。
設備投資は、人手不足に伴う省力化・ＤＸ・ソフトウェア投資等が下支えするものの、供給制約やコスト高等
による投資採算の悪化などの影響には留意する必要がある。

◆個人消費は力強さを欠く。インバウンドは日中関係の悪化が懸念 
　個人消費については、10月の１世帯当たり実質消費支出（二人以上の世帯）が前月比 3.5％減で２か月連続
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のマイナスとなった。前年比は3.0％減であり、自動車購入の中古車・軽自動車や通信料の低価格プランへの
シフトなどが響いたとされる。また、日銀の実質消費活動指数（旅行収支調整済）は前月比横ばいだった。耐
久財やサービスは前月の水準を上回ったが、飲食料品の値上げなどを背景に非耐久財が同 0.2％減と重荷とな
り、力強さを欠いている。
　11月は、小売業販売額が前月比0.6％増加した。気温低下で冬物衣料等の 季節商品が堅調だった。インバウ
ンドは、訪日外客数が 351.8万人、前年比 10.4％増で前月の17.6％増から減速した。日中関係の悪化で中国・香
港客は 同 0.4％減と前月の16.6％増からマイナスに転じている。全国百貨店のインバウンド（免税）売上は、
前年比2.5％減で２か月ぶりにマイナスとなった。円安がインバウンド消費を下支えするものの、日中関係の悪
化が長期化すれば、地域によっては小売業・観光関連産業を中心に業況が弱含む可能性がある。

◆先行き、国内経済は所得環境や消費者マインドの改善から緩やかに回復
　先行き、個人消費は、賃上げ機運の継続、政府の各種政策、金利上昇等に伴う財産所得の増加などを反映し
た可処分所得の改善などが下支えしよう。総雇用者所得（実質）が増加基調で推移して暮らし向き等が回復し
ており、消費者態度指数も 11月に前月差 1.7ポイント上昇した。消費者マインドが食料価格等の騰勢一服や株
高などから持ち直しており、個人消費を中心に国内経済は緩やかな回復が見込まれる。ただ、円安等による物
価高や供給制約・コスト高などが消費者・企業のマインドを委縮させる恐れに留意を要する。

２．日銀は政策金利を 0.75％へ引き上げ、30年ぶりの高水準に。今後も利上げ路線を継続

◆日銀は政策金利を 0.75％へ引き上げ、30年ぶりの高水準に
　日銀は、25年12月18～19日の金融政策決定会合で、政策金利である無担保コールレート（翌日物）を 0.75％
程度で推移するよう促す方針を決定し、従来の0.5％程度から引き上げた。25年１月以来11か月ぶりの利上げで
あり、0.75％という政策金利は、1995年９月以来30年ぶりの高水準である。
　日銀は、米国経済や通商政策の影響について、不確実性は残るものの低下しており、賃金と物価がともに緩
やかに上昇していくメカニズムが維持される可能性が高く、先行き、「展望レポート」の見通し期間の後半
（26年度下期～27年度）には、基調的な物価上昇率が２％の「物価安定の目標」と整合的な水準で推移する確
度が高まっているとして利上げに踏み切った。今後も、実質金利は極めて低く、「展望レポート」での経済・
物価見通しが実現していくとすれば、経済・物価情勢の改善に応じて、引き続き政策金利を引き上げ、金融緩
和の度合いを調整するとして、利上げ路線を継続する姿勢を示した。

◆11月の消費者物価（除く生鮮食品）の前年比上昇率は 3.0％ と前月から横ばい
　11月の国内企業物価の前年比上昇率は 2.7％で前月と同じだった。前月比は 0.3％上昇し、政府による補助が
一旦終了した電力・都市ガスや銅等の非鉄金属などが押し上げた。輸入物価は前年比1.8％低下したが、前月比
は円安で1.5％上昇している。契約通貨ベースは前年比 2.7％低下し、前月比は原油・一 般炭・ＬＰＧ等の下落
で 0.5％低下した。円は対ドルで 25年下期に10円程度減価しており、円安進行がインフレ率の高止まりを助長
する恐れがある。
　11月の消費者物価の前年比上昇率は、生鮮食品を除く総合が3.0％となり、前月から横ばいだった。生鮮食品
を除く食料やガソリン等が押し下げたが、電気代等が押し上げた。ただ、食料（除く酒類）・エネルギーを除
く総合は1.6％で１％台半ば程度の推移が続いている。先行き、食料価格の騰勢一服、原油等の需給緩和や物価
高対策等で食料・エネルギーの減速が見込まれる。

◆日銀は経済・物価・金融情勢や利上げの影響を見極めつつ、今後も利上げ路線を継続
　10月の実質賃金は前年比 0.8％減で10か月連続のマイナスとなった。名目賃金の前年比上昇率は 2.5％と前月
（2.1％）から高まったが、依然としてインフレ率を下回る。安定的に推移する共通事業所の所定内給与（一般
労働者）は2.1％と前月（2.3％）から鈍化しており、基本給の上昇率は加速していない。今後、最低賃金引上
げ等の影響が波及していくか注目される。
　日銀は、26年春闘に向けた労使の対応方針や本支店からのヒアリング情報なども踏まえて、しっかりとした
賃上げの動きや企業の積極的な価格設定行動から賃金上昇分の販売価格への転嫁が進むとしており、賃金と物
価が緩やかに上昇するメカニズムが維持されると判断している。日銀は、経済・物価・金融情勢や利上げによ
る資金需要などへの影響を見極めつつ、今後も、経済・物価情勢が見通しに沿って推移すれば、利上げに踏み
切る公算が大きい。

以 上

　本レポートは発表時点における情報提供を目的としており、文章中の意見に関する部分は執筆者個人の見解となります。し
たがいまして、投資・施策実施等についてはご自身の判断でお願いします。また、レポート掲載資料は信頼できると考える各
種データに基づき作成していますが、当研究所が正確性および完全性を保証するものではありません。なお、記述されている
予測または執筆者の見解は予告なしに変更することがありますのでご注意ください。
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お取引先企業のご紹介コーナー

当金庫のお取引先企業様をご紹介する「誌上ビジネスマッチング」のコーナーです。

是非、皆様の販路拡大やビジネスのご連携にお役立て下さい。

お問合せは、当金庫または直接下記掲載企業様へご連絡下さい。

株式会社 OZO

 有限会社　 
 にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

〒053-0855
　苫小牧市見山町4丁目3-7

〒059-2418
　新冠郡新冠町字西泊津26番地

【連絡先】
　TEL：0144-73-0141
　FAX：0144-73-0141
　代表者：小野　　洋　様

【連絡先】
　TEL：0146-47-3351
支配人　中川　太一 様
E-mail：horoshiri01@gmail.com

＜主要商品等＞
自家製パン・ピザ・パスタ

(カフェメニュー)

※北海道食材使用・無添加

＜主要商品等＞
乗馬クラブ

　㈱OZOが運営する「Le Boulanger OZO(ル ブーランジェオゾ)」は、苫小牧市見山町のベーカリーです。
2006年に個人創業し、2008年に見山町へ移転すると同時に法人化。今年、創立20周年を迎えました。
　北海道食材にこだわり、マーガリン等を使わない無添加で体にやさしい「美味しいのは当たり前、また食
べたくなる」パンづくりが信条。社長は30年わたり無添加で美味しいパンを研究し続けています。パン販売
のほか、ピザやパスタもご用意。店内にはカフェスペースに加え、イートインスペースも備えています。
　新作や営業情報は、ぜひSNSでご確認ください。
［営業時間］9:00～16：00　［定休日］火曜日・水曜日　［Instagram］＠boulangerozo

　にいかっぷホロシリ乗馬クラブは、日本有数の場産地である日高地方の新冠(にいかっぷ)町
に位置する乗馬クラブです。
　馬産地らしく在籍する馬のほとんどが競馬で活躍していた元競走馬のサラブレット。中には
中央競馬の重賞を勝利した馬も在籍しており、初めて馬に乗る方でも、インストラクターの指
導のもと、森の中への本格的なホーストレッキングを楽しんでいただけます。
　また、乗馬の充実度もさることながら、クラブ全体が公園のように手入れされており、日帰
り入浴もできる温泉施設「レ・コードの湯」と「パークゴルフ場」も連なっており、周辺で半
日ゆっくり過ごすことができるエリアとなっています。
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※宿泊税3％の定率に　導入は27年4月から　苫小牧市

　法定外目的税「宿泊税」の導入を目指す苫小牧市は6日、税率を道の宿泊税分を含めた3％の定率
制とし、2027年4月から徴収を始める方針を明らかにした。課税は食事代や消費税などを除いた素泊
まりの宿泊料金が対象で、税収は年間約1億2000万円と想定。来年1月にパブリックコメント（意見
公募）を行った上、同2月の市議会定例会で条例案を提案する考えだ。－後略－　　　（11月７日）

 

※本格的な道具でお仕事体験　「とまこまいキッズタウン」大好評
　苫小牧市内の小学3，4年生を対象とした職業体験イベント「とまこまいキッズタウン」が12日、
市総合体育館で開かれた。児童約480人が職業体験を通じ、仕事や消費活動の大切さなどを学んだ。
　市の主催で、仮想のまち「とまこまいキッズタウン」の中で、子どもたちが自由に職業を選択
し、疑似通貨で支払われる給与で消費活動も楽しむイベント。10回目の今年はラジオパーソナリ
ティや消防士、助産師、バス運転手などを体験できる30ブースが並んだ。－後略－

(10月13日苫小牧民報より—以下同じ)

※ホッキまつり盛況　昨年上回る3万5000人来場
　水揚げ量日本一を誇る苫小牧産ホッキ貝をPRするイベント、第12回苫小牧漁港ホッキまつりが19
日、苫小牧港・西港漁港区で開かれた。ホッキ貝をはじめ新鮮な前浜の魚介類を安価で売り、飲食
メニューの販売やステージイベントも充実。過ごしやすい爽やかな秋晴れに恵まれ、昨年を約3000
人上回る約3万5000人が訪れた。
　目玉のホッキ貝特売は、1袋7個を1000円で販売し、開始前から1000人以上が列を成した。当初予
定を上回る約2300袋を用意したが、2時間ほどで完売。－中略－　会場にはホッキ料理を提供する出
店やキッチンカー17店が並び、ステージイベントもひっきりなし。ホッキ貝の身を殻から外す「早
むき競争」は、会場から飛び入り参加を受け付けてその早さを競った。－後略－　  　（10月20日）

※時代の転換期 絵画で　苫小牧の美術史開幕　市美術博物館
　苫小牧市美術博物館の企画展「苫小牧の美術史　1940－1950年代」が20日、開幕した。苫小牧ゆ
かりの画家19人の油彩画を中心に絵画作品約60点を展示しており、初日から市民らの来場が相次い
でいる。来年3月8日まで。
　戦後80年を機に時代の転換期である1940～50年代に焦点を当て、苫小牧の美術史を検証する展覧
会。遠藤ミマン(1913～2004年)ら地元を代表する画家や苫小牧を訪れた市外の芸術家の貴重な作品が
並ぶ。－中略－　物資が不足し、現存する美術作品が少ない環境下で懸命に描き続けた画家たちの
情熱が感じられる。－中略－　同時開催の特集展示「勇払平野の戦争遺跡」では、2023年9月に沼ノ
端南工業団地で発見された掩体壕(えんたいごう)をはじめ、勇払平野に現存する塹壕(ざんごう)など
戦争遺跡の写真や関連資料など約70点が展示されている。－後略－　　　　　　  　　（12月20日）

※匿名で市に1億円寄付　個人で過去最高　「子どもたちのために」
　 苫小牧市に19日までに、匿名の市民から1億円の寄付があった。市によると、個人の寄付として
は過去最高額。寄付者は「クリスマスプレゼント」とし、自身の名前や年齢、性別など素性を一切
非公表。市財政課は「まるでサンタクロース。今の季節らしい明るい話題で、大変ありがたい」と
感謝している。
　同課によると、11月ごろ金澤俊市長が政策の柱に掲げる「こどもどまんなかアクション」に賛同
するとし、高額寄付の申し出があったという。寄付者は19日、市役所を訪れ寄付の目録を金澤俊市
長に手渡したが、感謝状の受け取りは辞退。「子どもたちのために使ってほしい」とだけ伝えてき
たという。－後略－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　（12月20日）
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苫小牧信用金庫
明るく　元気に　このまちを

とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」
とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」事務局

【平日  9：00～17：30】苫小牧市表町３丁目１番６号　　苫小牧信用金庫本店７階
電話　０１４４－５６－５０２６

■会員資格
　 １．苫小牧信用金庫の営業地域にお住まいの方
　 ２．法的にも実生活上においても独身の方
　 ３．結婚したいという明確な意思のある方
　 ４．反社会的勢力でないこと
　　※ 会員の有効期間は入会日より３年間です
　　　 （希望により延長も可能です）

■ＬＬＢ会のシステム
  １．申込書に記載された「お相手の希望」に沿った方の「プロフィール及び写真」を見ていただきます。

  ２．お会いしてみたい方がいた場合、事務局よりお相手の方に連絡し了解がとれれば、お見合いをして
　　  いただきます。（お見合い会場は苫小牧信用金庫本店内）

  ３．お見合い後に、交際希望の有無を確認させていただきます。

  ４．双方が交際を希望した場合、３か月の交際期間を設けます。交際期間の中で「結婚を前提に交際を
        継続」または「交際を辞退」の結論を出していただきます。

■入会にあたりご提出いただくもの
　 １．申込書類
　　　 （当会所定の入会申込書、プロフィール、誓約書）

　 ２．戸籍謄本または独身証明書

 　３．最終学歴の卒業証書 （任意）

　 ４．収入証明書 （源泉徴収票など）

　 ５．申込書貼付用顔写真１枚 （縦横５㎝程度）

　 ６．お相手へのご紹介用写真２カット 
　　　 （Ｌ判サイズ、１枚は全身が写っているもの）

　 ７．入会預り金 １０,０００円
　　　 （退会時には全額返却いたします）

■活動実績
　（令和7年12月末現在）

　 入会者数　男性　411名
　　　　　　 女性　410名　
　　　　　    合計　821名

　お見合回数　     1,194回
　結婚又は婚約中　　75組
　子供の誕生　　　　27名

お気軽に、お問い合わせください！お気軽に、お問い合わせください！


